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　鶴見区明るい選挙推進協議会では、明るくきれいな選挙の実現を目指し、各種啓発事業を実施しています。また、

若年層に向けた、選挙・政治に対する意識向上が求められていることから、若い世代に向けた選挙啓発にも力を入れ

ています。

　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症蔓延防止の観点から中止となった啓発活動もありましたが、そのような状況

下においても「今できること」を考えて、小中学生に向けた「標語コンクール」の実施、選挙啓発物品の配付等により、

将来の有権者に向けて、選挙権を行使することの大切さに気付くきっかけを与える活動を実施しました。

　今後も引き続き、選挙への関心が高まるような啓発活動を行ってまいります。

鶴 見 区

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年
６月

11 月～
令和３年
２月

通年

推進委員総会
（書面開催）

鶴見区明るい選
挙標語コンクー
ル

啓 発 用グッズ・
チラシの作成

イコット NEWS
発行

投票器材の貸出

令和元年度の事業・決算報告及び、
令和２年度の事業計画を審議した。

小中学生を対象に冬休み期間を利用して
選挙に関する標語のコンクールを実施し、
参加賞としてマスクを配付した。
最優秀賞

「その一票　未来を変える　出発点」

標語コンクール参加促進のため、区内市
立小中学校生徒に対し、啓発物品を作成・
配付した。また、令和２年度で任期満了と
なる明るい選挙推進員に対して啓発チラシ
及びマスクを配付した。

協議会の機関紙として、実施事業の広報
や選挙関連情報を中心に掲載、発行した。

区内の中学校・高校に投票器材を貸し出
し、将来の有権者への動機づけを図った。

参加人数・備考

応募総数：
294 点

発行回数：
３回

貸出学校
数：７校

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

区内世帯へのチラシの配布

ＪＲ鶴見駅での展示啓発

ＪＲ鶴見駅での広告による
啓発

市営バス車内広告による啓
発

広報よこはま鶴見区版への
掲載

啓発物品の配布

区役所内での連携啓発

啓発横断幕の設置

ＳＮＳによる啓発

区内世帯に対して選挙期日の周知及び
期日前投票利用を呼び掛けるチラシを
新聞折込みにて配布した。

ＪＲ鶴見駅東西自由通路前展示スペー
スにて、選挙啓発マスコット等の展示を
行った。

ＪＲ鶴見駅東口改札前にフロア広告を
設置した。

市営バス車内にて選挙期日を記載した
広告を設置した。

広報よこはま８月号にて選挙期日の周知
を行い、期日前投票の利用を呼び掛け
る広告を掲載した。

区内商業施設（イトーヨーカドー鶴見店）
に選挙啓発用リーフレット及び選挙期日
を周知するティッシュを配架した。

戸籍課の広告モニターにて選挙期日の
掲出を行うとともに窓口にティッシュを
配架した。また、各階に選挙期日を周
知するポスターを掲出した。

鶴見中央コミュニティハウス（期日前投
票所）に期日前投票を促す横断幕を設
置した。

ＳＮＳにて、投票期日及び期日前投票
の利用促進を周知した。

▲ JR 鶴見駅東西自由通路前展示 ▲ 標語コンクール参加賞のマスク ▲ 標語コンクール参加促進物品（うちわ）
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　神奈川区では、コロナ禍の状況においても様々な啓発活動に励みました。

　区民啓発事業では、乳幼児健診で保護者に向けてウェットティッシュを配布しました。

　また、区民向けにマスクケース、エコバック等の啓発物品を作製し、子ども会や老人会等で推進員の皆様より

配布いただきました。

　若年層啓発事業では、区内小中学校、高等学校にて選挙の出前授業をしました。

　特に小学校高学年については、学校生

活の身近なテーマでの候補者演説、投開

票を通して、一票の大切さを実感しても

らいました。実施にあたっては、席の間

隔を取って聴講する等の感染対策を図り

ました。

　今後も推進委員、推進員の皆様と協力

し、より充実した推進活動を実施してま

いります。

神 奈 川 区

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

こども家庭支援課との連

携啓発

啓発横断幕の設置

区内保育所等施設及び神奈

川区地域子育て支援拠点か

なーちえにて啓発物品を配布

広報よこはま６月号へト

ピックスを掲載

区内地区センターにて啓発

物品を配架

こども家庭支援課で行う乳幼児健診等に

おいて、ハンカチを配布した。

ＪＲ東神奈川駅改札前に選挙啓発横断幕

を設置した。

区内保育所等施設及び神奈川区地域子育

て支援拠点かなーちえにて絆創膏を配布

した。

広報よこはま６月号のトピックス欄に、選

挙の豆知識を掲載した。

区内地区センターにてボールペンを配架し

た。

対象者数：

450 名

対象者数：

3,000 名

対象者数：

3,000 名

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年

10 月

11月

令和３年

２月

１～２月

９、３月

通年

通年

通年

神 奈 川中学 校に

て職業体験を実施

神 奈 川 県 立 城

郷高等学校にて

出前授業を実施

私 立 浅 野 学 園

高等学校にて出

前授業を実施

区内小学校にて

せんきょフォー

ラムを実施

イコット通信の

発行

乳幼児健診にて

啓発物品を配布

選挙器材の貸出

し

啓 発 物 品 の 作

製・配布

投開票の方法や仕組みを説明し、模擬

投・開票を実施した。

神奈川県選挙管理委員会と合同で「若

年層有権者の低投票率と影響」をテー

マに講義し、模擬投票を実施した。

「政治活動と選挙運動」をテーマに講

義を実施した。

区内小学校の児童を対象に選挙の仕

組みを説明し、学校生活に関連する

テーマで模擬投票を実施した。

年２回、協議会の活動や投票制度に関

するお知らせを発行した。

乳幼児の保護者に向けてウェットティッ

シュを配布した。

将来の有権者の関心を高めるため、区

内中学校・高等学校へ器材を貸し出し

た。

啓発物品（マスクケース・エコバック・ 

ボールペン）を作製・配布した。

参加人数・備考

参加人数：

９名

参加人数：

約 320 名

参加人数：

約 270 名

参加人数：

計 412 名

（全６校）

対象者数：

約 200 名

配布数：

約 3,000 個

対象校数：

中学校６校

高等学校２校

配布数：

1,455 個

▲ ＪＲ東神奈川駅改札口に設置した市長選挙啓発用横断幕

▲ 浅野学園高等学校での講義
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　西区では、明るくきれいな選挙の実現と投票率向上

のため各種啓発事業を実施しています。

　12 月には、第 14 回ハマのウォーキングフェスティ

バル（地域振興課主催）がありました。投票率向上を

目指し、選挙啓発のキャッチフレーズを印字したネッ

クストラップを作成し、参加者全員に配布しました。

　２～３月には区内小・中学校で「せんきょフォーラ

ム」を開催しました。小学校では模擬投票を、中学校

では講義をそれぞれ実施し、選挙への理解を深めて頂

きました。

　３月には、選挙啓発用リーフレットを作成・配布し

ました。

　今後も推進委員・推進員の皆様と連携し効果的な啓

発活動に取り組みます。

西 区

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

広報よこはま西区版による

啓発

相鉄線車内広告による啓

発

タウンニュース中区・西区

版による啓発

ラッピング啓発自動車によ

る啓発

当日投票、期日前投票、不在者投票

等選挙に関する情報を幅広く掲載。

相鉄線車内にて、各区の期日前投票所

等を記載したステッカー及びポスターを

掲出。

タウンニュース（選挙期日や中区・西区

の期日前投票所等を記載した広告）を

新聞へ折り込み配布。

選挙期日や期日前投票所等を記載した

ラッピング電気自動車で、区内の様々

なエリアを走行。

※西区、保

土 ケ 谷 区、

旭区、泉区、

瀬谷区連携

事業

※ 西 区、

中区連携

事業

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年

５月

12 月

令和３年

２～３月

通年

定例会

ハマのウォーキング

フェスティバル

せんきょフォー

ラム

学 校での 生 徒

会 選 挙 等 の実

践啓発

明推協だより

啓発 物品の 作

成・配布

前年度の事業実績、決算の報告、予算

の審議。

参加者に配布するネックストラップに啓発

キャッチフレーズを印字して提供。

模擬投票や講義を通じて、投票に対する

関心を高めることを目的に開催。

（戸部小学校・老松中学校）

記載台や投票箱等の貸し出し。

推進委員・推進員向け機関紙の発行。

啓発物品（選挙啓発用リーフレット・除

菌ウェットティッシュ等）を作成。各課窓

口にて配布。

参加人数・備考

書面開催

参加人数：

約 670 名

参加人数

戸部小：

約 70 名

老松中：

約 10 名

▲ 相鉄線ドアステッカー
　（横浜市長選挙啓発用）

▼ 戸部小学校でのせんきょフォーラムの様子

▶ 

啓
発
用
ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ



令和２年度の事業・令和３年市長選

6

　中区明るい選挙推進協議会では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けつつも、工夫を凝らしながら常時啓

発事業を実施し、投票率の向上を目指しました。

　令和２年度は、毎年参加していたイベントが中止になる等、例年通りの啓発活動はできませんでしたが、横浜

公園で開催されたホッチポッチミュージックフェスティバルに初参加し、感染症対策を行いながらの模擬投票を

実施する等、啓発方法を探りながら、新たな活動に挑戦しました。また、第 40 回を迎えた作文コンクールでは、

夏休みが短縮された中でも 700 作品以上の応募がありました。

　さらに、これまでの啓発活動が評価され、神奈川県選挙管理委員会表彰を受賞し、実りのある年となりました。

中 区

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

ラッピングカーによる街頭

啓発

低投票率地域へのチラシ

配布

タウンニュース中区・西区

版での広告掲載

市長選挙の選挙期日等をデザインした

ラッピング電気自動車にて区内全域を

巡回、人目につくエリアにて停車し、

投票日の周知を図りました。

子育て世帯にも目を留めてもらえるよう

に裏面がぬりえになっているデザイン

の選挙啓発チラシを作成し、区内の投

票率が低い地域に配布をしたことで投

票率の向上を図りました。

タウンニュース中区・西区版（８月 12

日号）にて、西区と合同で記事を掲載し、

期日前投票を推奨する等、投票所の混

雑緩和を図りつつ、投票率向上を図り

ました。

実施日程：

８月 13 日 ～

22 日

（計 10日）

配布数：

10,000 部

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年

11月

通年

通年

通年

ホッチポッチミュー

ジックフェスティバル

中 区 明 るい 選

挙推進作文コン

クール

明推協通信「イ

コットニュース」

発行

投票器材の貸出し

横浜公園で開催された「ホッチポッチミュー

ジックフェスティバル」にて、〝横浜を代

表する麺メニューを決める〟模擬投票を行

いました。

区内在住・在学の小中学生を対象に、

選挙やまちづくりをテーマとした作文コン

クールを実施しました。新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため表彰式は中止とな

りましたが、入賞者の方には表彰状と記

念品が授与されました。

推進員等への情報提供と選挙啓発意識

の向上を目的とした機関紙を発行していま

す。

区内の企業・学校等へ実際の選挙で使

用している投票器材の貸出しを行っていま

す。

参加人数・備考

投票数：

136 票

応募数：

730 作品

入賞者：

18 名

発行回数：

年３回

貸出件数：

４件

▲ ホッチポッチミュージックフェスティバルでの様子 ▲ 市長選啓発電気自動車「デコレンタ」

▶ 

表
彰
状
を
持
つ
大
村
中
区
明
推
協
会
長
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▲ 選挙啓発パネル展

南 区

　南区明るい選挙推進協議会は、南区選挙管理委員会と連携し、「きれいな選挙」「積極的な投票参加」の実現を目指し、

啓発活動を行っています。

　常時啓発活動は、例年実施している行事が新型コロナウイルス感染症の影響で中止となるなか、区内の設備及び行

事において、当協議会の周知や投票参加を呼びかけました。

　選挙時における啓発活動は、令和３年８月の横浜市長選挙に向け、ラッピングカーによる区内巡回、タウンニュース

への広告掲載、啓発物品の作成・配布を行い、投票参加を呼びかけました。

　その他にも、年間を通じて、中学校・高等学校の生徒会選挙の際に、選挙器材の貸出しを行いました。

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年
11 月

令和３年
１月

通年

横浜商業高校で
の啓発パンフレッ
ト配布

“まねっきー”クリー
ン選挙ＰＲ事業

推進員研修会

せんきょフォーラム

区内行事での啓発

例年、横浜商業高校文化祭（Ｙ校祭）で
ブース出展をしていたが、新型コロナウイ
ルス感染症拡大のため、実施しなかった。
その代わり、横浜商業高校に協力をいた
だき、高校３年生に、公益財団法人 明
るい選挙推進協議会が発行する『VOTE 
FOR BOYS&GIRLS』を配布。

南区明るい選挙推進協議会のマスコット
キャラクター“まねっきー”と啓発標語の入っ
たポケットカレンダーを作成し、各課窓口等
にて配布。また、“まねっきー”のデザイン
をリニューアルした。

推進委員及び推進員の選挙啓発に対する
知識や理解を深め、組織強化を図るため、
選挙や政治に関連する外部施設への見学
会を開催予定だったが、緊急事態宣言発
令に伴い中止。代替として、参加予定者
に、横浜市会議会局が発行する『横浜
市会リーフレット』と横浜市・区明るい選
挙推進協議会が発行する『明るい選挙推
進のためのハンドブック』を送付。

区内の１校で、選挙の講義と、投票から
開票までを体験し、給食メニューを決定す
る模擬投票を実施。

（南小学校）

新型コロナウイルス感染症拡大により、各
行事が中止となったため、区役所内のデジ
タルサイネージを活用し当協議会の周知を
行った。また、乳幼児健診会場や初開催
の選挙啓発パネル展において、選挙啓発パ
ネルの展示及び啓発物品の配布を行った。

参加人数・備考

参加人数：
83 名

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

ラッピングカーによる区内
巡回啓発

タウンニュース広告掲載

啓発物品の配布

ラッピングカーが、駅前、商店街等、区
内の人が多く集まるエリアを巡回した（港
南区と合同）。
日程：８月 13 日（金）～ 22 日（日）
時間：９時～ 12 時 30 分または 14 時
～ 17 時 30 分（港南区と合わせて１日
７時間）

タウンニュース（南区版）８月 12 日（木）
号に掲載した。

南区地域子育て支援拠点はぐはぐの樹、
乳 幼児健診 会場等で、絆 創膏セット
800 個を配布した。

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

明推協だより発行

選挙器材貸出し

明推協の事業内容や活動報告を機関誌に
まとめ、推進委員及び推進員に年３回発
行し、ホームページにも掲載。

未来の有権者の選挙への関心を高めるた
め、生徒会選挙等への選挙器材貸出しを
実施。

参加人数・備考

▲ ラッピングカーによる区内巡回啓発 ▲ 乳幼児健診会場
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令和２年度の事業・令和３年市長選

　港南区では近年、主に若年層や子どもたちを対象と
した啓発活動に力を入れて取り組んでいます。令和２
年度は感染症対策について留意しつつ、選挙に興味・
関心を持っていただけるよう、様々な啓発活動を行い
ました。
　区内の高校生に選挙啓発について議論してもらう「若
者会議」では、若い世代ならではのアイディアや意見
が多くみられ、今後の啓発活動を考えるうえで大変参
考になりました。
　「せんきょフォーラム」では、小学校の児童に、本物
の選挙器材を使って、身近なものをテーマにした、模
擬選挙を体験してもらいました。
　今後も引き続き、推進委員・推進員の皆様の協力の
もと、選挙への関心が高まるような啓発活動を実施し
ていきます。

港 南 区

▼ せんきょフォーラムの様子

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

地域メディアへの広告掲載
事業

ラッピング宣伝カー活用事業

啓発物品製作・配布事業

物品設置による啓発

タウンニュース港南区・栄区版に、期
日前投票と投票日に関する情報を掲載
し、周知を図った。

市長選挙の選挙期日等をデザインした
ラッピング電気自動車で港南区・南区
内を巡回し、投票日の周知を図った。

横浜市長選挙を啓発するエコバッグを
作成し、主に港南図書館に配架した。

幅広い年齢層が利用する区内の地区セ
ンター・コミュニティハウス・地域ケア
プラザに啓発物品のポケットティッシュ
を設置した。

８月５日号・
８月12 日号

ラッピング
カー２台

200 個
配付

3,000 個
設置

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年

５月

９月・10

月・11月

12 月

11月～

令和３年

２月

年３回

通年

明るい選挙推進

協議会委員会

区内高校文化祭

での選挙啓発物

品配架

せんきょフォー

ラム（模擬選挙）

若者会議

明推協だよりの

発行

選挙物品の貸出

し

明るい選挙推進

大会・研修会

令和元年度の事業報告、令和２年度の

事業計画等の決議を書面開催にて行っ

た。

区内の高校文化祭で、選挙啓発に関す

る資料やクリアファイルの配架を行っ

た。

区内の小学校で児童や生徒を対象に、

主に給食のデザートなどを決める模擬

選挙を実施した。

区内の各高校にて、現役高校生が選挙

啓発等について議論する会議を開催し

た。

推進員を対象に、事業計画・事業報告、

及び各種イベントの案内・報告等を掲

載した。

区内の中学校や高校の生徒会選挙等の

ため投票箱や記載台などの選挙器材を

貸し出した。

令和２年度は感染症対策に留意し、開

催は中止となった。

参加人数・備考

24 人

約 500 人

146 人

63 人

11 校

▼ 高校文化祭での物品配架

▲ 市長選を啓発するラッピングカー
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　保土ケ谷区明るい選挙推進協議会では、将来の有権者となる若年層への啓発と、地域による選挙啓発活動の支

援を中心に活動しました。

　若者向けの活動では、「ほどがやバンドバトル」を無観客にて開催しました。若者の投票率向上のためのアイデ

アやキャッチフレーズを回答してもらう等の企画に加え、会場内で選挙啓発のスライドを投影する等、イベント

の盛り上がりの中で選挙について考えていただく機会も作りました。

　また地域への啓発活動の支援を目的として、絆創膏セットとウエットティッシュを作成しました。「明推協だよ

り」にて告知のうえ、お申込みのあった団体に配付をし、選挙啓発活動に活用いただきました。

保土ケ谷区

▲ TV 画面を使って演説（せんきょフォーラム） ▲ 区内を周回したラッピングカー ▲ 相鉄線内の車両広告

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

18 歳へのグリーティング

カード発行・送付

ラッピングカー（デコレンタ）

相鉄線車内広告掲示

初めて選挙権を得た区内 18 歳の有権

者に対し、投票参加を呼びかけるグリー

ティングカードを発行・送付。

旭区と共同で実施。選挙期日に投票参

加を呼びかけるラッピングカーを作製、

区内の駅前、商業施設、住宅街を中

心に周回。

相鉄線沿線区（西区、旭区、瀬谷区、

泉区）と共同で相鉄線の車両内に期日

前投票を周知するドア横ポスターとド

アステッカー広告を掲出。

配付人数：

区内対象者

1,771 人

８/13、８/14、

８/15、８/17、

８/19、８/21

の６日間実施

掲出期間：

８/１～８/22

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年

５月

８月

11 月

12 月～

令和３年

１月

令和３年

３月

定例会

（書面開催）

第１回企画運営

部会

ほどがやバンド

バトル（無観客

開催）

せんきょフォー

ラム

第２回

企画運営部会

（書面開催）

【議題】

・ 令和元年度事業報告・収支決算報告

及び監査報告

・令和２年度事業計画案及び予算案

明推協事業の具体的な企画及び実施を

目的とした推進委員・推進員からなる少

人数の部会。

【議題】

・ 地域啓発用の啓発物品の作製について

・コロナ禍での選挙啓発活動について

青少年指導員協議会と共催し、高校生

によるバンドバトルを開催。

参加した高校生バンドによる選挙啓発の

アイデアを提案する企画やスライド投影

による選挙啓発を実施。

小学校６年生を対象に、各学校が設定

したテーマによる模擬選挙の実施。

【議題】

・地域啓発用の啓発物品の作製報告

・ 令和２年度明るい選挙推進協議会事

業の活動について

・ 令和３年度明るい選挙推進協議会事

業計画（案）について

参加人数・備考

検討結果：

絆創膏セッ

ト、ウエット

ティッシュ

各 2,000 個

参加バンド数：

12 組（57 名）

学生スタッフ：

27 名

実施校数：

区内小学校３校

児童数：185 人

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

通年

年３回

選挙器材貸出し

「明推協だより」

の発行

区内の各学校に生徒会選挙等での使用

を目的に、投票箱等の選挙器材の貸出

しを実施。

推進委員、推進員向けの機関紙を発行。

参加人数・備考

貸出先：

中学校４校

特別支援学校１校

７月、11月、

３月
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　旭区明るい選挙推進協議会では、「明るくきれいな選挙の実現」

と「区民の積極的な投票参加の促進」を図るため、各種啓発活

動を実施しています。

　令和２年度は、新型コロナウイルスの影響で例年のような活

動をすることが難しい状況だったため、コロナ禍でもできる活

動を実施しました。具体的な活動として、オンライン開催となっ

た区民まつりでは、明推協の活動内容を紹介する動画を配信し

ました。また、若年層向けの活動として、区内全高校の高校３

年生に新有権者向けパンフレットと啓発物品を配布しました。

　今後も推進委員、推進員の皆様と協力し、選挙に一人でも多

くの方に関心を持っていただけるような啓発活動を行っていき

ます。

旭 区

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

相鉄線　車内広告

タウンニュースへの広告掲出

ラッピングカーによる区内
巡回

Twitter

相鉄線沿線の５区の期日前投票所を記
載した広告を車内のドア及びドア横に
掲出した。

タウンニュース旭区版に横浜市長選挙
への投票を呼びかける広告を掲出した。

横浜市長選挙の投票を呼びかけるラッ
ピングをした車で区内を巡回した。

期日前投票の開始、混雑状況等をツイート

旭 区、 泉 区、
瀬谷区、西区、
保土ケ谷区
５区合同

令和３年
８月12 日
号掲載

令和３年８月
13 日～ 21日
のうち６日間
保土ケ谷区と
合同で実施

10 月 20 日～
30 日  計７回

●常時啓発事業

▼ 常時啓発物品（左）高校生向け啓発（右）

▲ 相鉄線　車内広告

▼ タウンニュース旭区版（８月 12 日号）

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年
５月

11月

〃

12 月～
令和３年
３月

通年

〃

旭区明るい選挙
推 進 協 議 会 定
例会議

旭ふれあい区民
まつり（ASAHI
オンラインフェ
スティバル）

高校生向け啓発

旭せんきょフォー
ラム

選挙機材・物品
の貸出し

イコット通信の
発行

主な議題
①令和元年度事業報告及び決算報告
②令和２年度事業計画（案）及び予算（案）
・書面開催にて実施
　（書面表決日：令和２年６月５日）

新型コロナウイルス感染症の影響で区
民まつりがオンライン開催となったため、
協議会の活動紹介動画を配信した。
・撮影：令和２年 11月５日
・場所：旭公会堂
・サイト公開期間：令和２年 12 月 18 日
　～令和３年３月 21日　

区内全７校の高校３年生に新有権者向
けパンフレットとともに啓発用のマスク
を配付した。
・配付時期：令和２年 11月

区内の小学生を対象に、給食のメニュー
などの身近な話題をテーマにした模擬選
挙を行い、選挙に対する理解・関心を
深めた。
・令和２年 12 月 17 日　都岡小学校
・令和３年１月 20 日　善部小学校
・令和３年３月４日　笹野台小学校

区内の高等学校・中学校の生徒会選挙
時に投票箱・記載台等の選挙機材や腕
章・たすき等の選挙運動用物品の貸出
しを行った。

推進委員・推進員への情報提供や推進
員相互の連帯意識の向上を図るため機
関紙「あさひイコット通信」を発行した。

参加人数・備考

参加人数
推進委員
14 名

動画参加人数
推進員
３名

区内全７
校の高校
３年生
約 1,800 名

参加児童
73 名
86 名
120 名

貸出し学校数
12 校

年３回
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　磯子区明るい選挙推進協議会では、明るくきれいな選挙の実

現と投票率の向上を目指し、各種啓発活動を実施しています。

　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の防止

により、各種イベントが中止になる中、磯子区明るい選挙推進

協議会定例会議、磯子区明るい選挙推進研修会については書面

にて開催しました。

　令和３年１月には、せんきょフォーラム「給食選挙」を開催し、

模擬選挙で献立を決めることにより、投票することの大切さを

学んでもらいました。

　また、年間を通して区内中・高等学校へ選挙器材を貸し出し、

実際の選挙の雰囲気を体験してもらいました。

磯 子 区

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

手指消毒用アルコールボト

ル配布

タウンニュースへの記事掲載

HP・SNS による啓発

磯子区商店街連合会に加盟している店
舗に対して投票日等を印刷した手指消
毒用アルコールボトルを配布し、商店
街利用者に周知を行いました。

近隣の金沢区と合同でタウンニュース
に投票日及び期日前投票に関して掲載
し、周知を行いました。

HP・SNS 閲覧者に対して投票日等の
掲載や選挙に関するクイズ等を出題す
ることで啓発を行いました。

参加店舗数

約 330 店舗

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年
６月

令和３年
１月

令和３年
２月

通年

磯子区明るい選挙
推 進 協 議 会 定 例
会議

せんきょフォー
ラム（給食選挙）

磯子区明るい選
挙推進研修会

生徒会支援事業

明推協だより発行
（年３回）

令和元年度の事業・決算報告、及び令
和２年度の事業計画・予算案について
書面により審議しました。

区内の小学校でせんきょフォーラム「給
食選挙」を開催しました。先生が給食
の献立を公約に掲げ、模擬選挙を行っ
て実際の献立を決めることにより、投票
の大切さを学んでもらいました。

【実施校】
・令和３年１月 25 日（月）
　　洋光台第一小学校
・令和３年１月 27 日（水）
　　洋光台第三小学校

新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止により、書面により「選挙における
新型コロナウイルス感染症対策」につい
て研修を実施しました。

区内の中学校・高等学校に選挙器材を
貸し出し、実際の選挙の雰囲気を体験
してもらいました。

【貸出し校数】
中学校　　７校
高等学校　１校
計　　　　８校

推進委員・推進員を対象に機関紙を発
行。事業紹介・報告、選挙啓発活動等
を行いました。

参加人数・備考

新型コロナ
ウイルス感
染症対策と
して、手指、
机、 記 載
台 等 の 消
毒を行いま
した。

▼ 給食選挙の様子（候補者演説中）

▲ 生徒会選挙での器材貸出の様子

▼ 磯子区明るい選挙推進研修会を書面開催
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　金沢区明るい選挙推進協議会では、「若い世代に選挙について

関心を持っていただくために…」をメインテーマに、啓発活動

を企画・実施しています。

　令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、学

園祭への出展や区民祭りへのブース出展など例年実施してきた

啓発活動を実施することができませんでした。

　一方、これまで区内高等学校で実施していた出前授業の対象

を区内小学校まで拡充し、令和２年度は区内４つの小学校にて

選挙の講義及び模擬選挙を実施しました。また、将来の有権者

である中学生に向けた「せんきょフォーラム」の開催や区内各

学校への選挙器材の貸出しを行い、若い世代の政治・選挙に対

する意識向上を目指し活動しています。

金 沢 区

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

タウンニュース掲載

区独自ポスターの作成

公共交通機関への広告掲出

啓発物品の作製

磯子区と共同で広告を掲載し、期日前

投票所や投票日を周知した。

金沢区選挙マスコット「いこあら」と金沢

区幸せお届け大使「ばたんちゃん」をデザ

インしたポスターを作成し、区民利用施

設や学校、商店街に掲出を依頼した。

作成した区独自ポスターを金沢区内京

急線駅構内、シーサイドライン車内に

掲出した。

投票日を周知する内容を印刷したトイレッ

トペーパーを作製し、区内大型スーパー

などへ配布し、区役所での使用を行った。

掲載号

令和３年

８月12日発行

掲出期間

シーサイドライン

７月22日から

８月22日

京急線駅構内

８月９日から

８月15日

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年

５月

令和３年

２月

通年

定例会

（書面開催）

選挙クイズ

せんきょフォー

ラム

金沢区明るい選

挙推進委員・推

進員研修会

明推協にゅうす

の発行

選挙出前授業

令和元年度事業報告及び決算報告、令

和２年度事業計画案及び予算案につい

て、審議を行った。

区民の選挙に対する関心を高めるため、

「広報よこはま」金沢区版及び区役所Ｈ

Ｐに選挙に関するクイズを掲載し、正解者

に抽選で啓発グッズを贈呈した。

将来の有権者である中学生を対象に講演

会を開催した。

場所： 横浜市立西金沢学園義務教育学校　

中等部

演題：「明るい一票　うれしい未来」

講師：三遊亭　多歌介（落語家）

選挙についての知識を身につけていただく

ことを目的に区で作成した研修資料を配布

した。

推進委員及び推進員向けに事業に関する

情報提供や意識向上を目的に機関誌を発

行した。（年３回：６月、９月、２月）

区内小・中・高等学校を対象に選挙の重

要性や関心を高めるため、出前授業を実施

した。（年５回：７月３回、12月２回）

参加人数・備考

参加人数

３年生 55 人

実施校数

小学校：４校

高等学校：１校

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

選挙器材貸出 生徒の選挙への関心を高めるため、区内

学校で行われる生徒会役員選挙等に選挙

器材の貸出しを行った。

参加人数・備考

貸出件数

中学校：11 校

高等学校：３校

特別支援学校：

１校

▼ 選挙出前授業

▲ 啓発物品
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港 北 区

▲ せんきょフォーラム ▲ ラッピングカー（横浜市長選挙） ▲ 啓発物品（エコバッグ）

　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、多くのイベントが中止または縮小されましたが、感染症
対策に取り組みながら、啓発事業を実施しました。
　特に力を入れた事業が将来の有権者向け啓発事業です。港北小学校（７月）と新吉田第二小学校（８月）で出前授
業を行いました。授業の中で身近なテーマに基づいた模擬投票を実施しましたが、生徒の皆さんからは模擬投票を通し
て、「選挙の仕組み・大切さを学んだ」という感想を多くいただきました。
　上記の活動等については「イコット通信」に掲載して、明るい選挙推進協議会の推進委員及び推進員に周知しました 

（８月、12 月）。
　今後も新型コロナウイルス感染症対策に取り組みながら、推進委員・推進員の皆様と協力し、選挙への関心が高ま
るような啓発活動を実施していきます。

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

横浜 F・マリノスと連携し
た啓発活動

啓発物品の配布

各種広告掲載

【ラッピングカーによる啓発】
横浜 F・マリノス公式キャラクターである「マリノスケ」
と港北区マスコットの「ミズキー」がコラボしたデザイ
ンのラッピングカーによる啓発を実施しました。区民
が多く集まる場所を重点的に巡回し、市長選について
周知を図るとともに、横浜 F・マリノスの元選手によ
る音声メッセージを流して投票参加を呼びかけました。

【庁内放送での啓発】
来庁者の多い時間に横浜・F・マリノス
の元選手による啓発用の音声を流し、
投票への参加を呼びかけました。

【乳幼児健診】
子育て世代を対象に啓発用ポケット
ティッシュを受付で配布しました。

【地区センター】
期日前投票所である日吉地区センター及びワク
チンの集団接種会場である綱島地区センター
で、啓発用ポケットティッシュを配布しました。

【郵便局】
港北郵便局及び綱島郵便局で啓発用
ポケットティッシュを配布しました。

【広報物】
広報よこはま港北区版やタウンニュース港北区
版へ広告を掲載し、区民に広く周知しました。

【区ホームページ】
区ホームページに啓発バナーを掲載しました。

【区庁舎】
区庁舎に横断幕・懸垂幕を掲出するととも
に、区庁内モニターに啓発文を掲載しました。

運行期間
及び時間：
８/16 ～８/21、
９:00 ～ 17:30

放送期間
及び時間：
８/９～８/21、
９:30,15:00,16:00

配布人数：
3,000 人 

・広報よこは
ま８月号（港
北区版）
・タウンニュー
ス港北区版
８月５日号

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年
５月

７月～８月

通年

定例会（書面開
催）

せんきょフォー
ラム

イコット通信の
発行

選挙器材の貸出
し

啓発物品の配布

令和元年度の事業報告、令和２年度の
事業計画について審議しました。

区内の小学校で出前授業を行いまし
た。特に模擬投票を通して投票するこ
との大切さを学んでいただきました。

（小学校２校）
・港北小学校（令和２年７月 30 日）
　選挙内容：好きな給食のメニュー
・ 新吉田第二小学校（令和２年８月24日）
　選挙内容：運動会の応援団長選挙

区明推協の推進委員及び推進員を対象
として発行し、啓発事業の報告やスケ
ジュール等の情報共有を行いました。

（８月、12 月）

将来の有権者への関心を高めるため、
生徒会役員選挙などを対象に、区内中
学校及び高等学校に選挙器材の貸出し
を行いました。

令和２年７月のレジ袋有料化にあわ
せ、啓発用のエコバッグを作製し、区
明推協の推進委員及び推進員に配布し
ました。

参加人数・備考

推進委員
20 名

参加人数：
計 218 名

発行回数：
２回

件数：８校

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、「港北区明るい選挙推進
協議会推進大会」及び大規模イベント（区民まつり、ヨコアリ君ま
つり、大倉山観梅会）での啓発事業は中止となりました。
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　緑区明るい選挙推進協議会は、区民に政治や選挙への関心を
高めてもらうことを主な目的として活動しています。
　令和２年度は新型コロナウイルスの影響で、予定していたほ
とんどの啓発事業が中止となりましたが、非接触型での啓発活
動に努めました。
　啓発物品の作成においては、11 月から啓発物品の考案をしは
じめ、新型コロナウイルス感染拡大防止と若年層の選挙への関
心向上を兼ねて、慎重に検討を重ねた結果、２月に啓発マスク
が完成。その後、３月に緑区内の高校及び地区センターに配付し
ました。
　令和３年８月の横浜市長選挙の啓発事業については、非接触
の啓発活動としてタウン誌への広報記事掲載やラッピングカー
広告を実施しました。ラッピングカー広告では、人が集まる昼
前後の商店街・繁華街やＪＲ４駅を中心とした地域を重点地域
として設定して啓発を行い、多くの区民に市長選挙のアピール
を行うことができました。

緑 区

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

ラッピングカーによる街頭
啓発

タウンニュース緑区版での
広告掲載

区役所での啓発

横浜市長選挙のイメージキャラクター等
のラッピングを施した啓発カーの運行
実施期間　　　８月 12 日から８月 21 日（10 日間）
走行エリア　　緑区内全域
重点啓発地域　緑区内の駅、商店街周辺、主要道路等

タウン誌（タウンページ）への啓発広告掲載
　広報よこはま８月号への市長選挙の記
事掲載に続き、発行タイミングに合わせ
12 日号では主に期日前投票、19 日号で
は当日投票を中心とした内容として実施。
　日程：８月 12 日号、19 日号

庁舎内デジタルサイネージや広告・行政
情報モニターを活用した啓発
　告示日以降、庁舎内に設置されてい
るデジタルサイネージや証明発行窓口前
の「広告・行政情報モニター」を使用し、
横浜市長選挙の広報を実施

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年
８月

10 月

11月

３月

通年

通年

通年

ＳＮＳを活用した
若年層向け啓発

緑区民まつり

学校文化祭での
啓発ブースの出展

鴨居桜まつり

啓発物品の作製

イコット通信の
発行

選挙器材の貸出し

来庁者向けのイベント等を開催し参加
者に自身の SNS アカウントからメッ
セージを発信してもらう。

家族で楽しんでもらえるような選挙啓発
ブースを出展する。

投票率が相対的に低い傾向にある若年
層の有権者を中心に、選挙に親しみと
関心を持ってもらう。

幅広い年齢層を対象に選挙に親しみと
関心を持ってもらう。

啓発チラシ入りマスク

明推協委員・推進員を対象とした機関
紙を発行し、各事業の告知や報告を
行った。

区内の学校を対象に、投票箱や記載
台等の選挙器材の貸し出しを行った。

参加人数・備考

新型コロナウ
イルスの 関
係上、中止と
なりました。

新型コロナウ
イルスの 関
係上、中止と
なりました。

新型コロナウ
イルスの 関
係上、中止と
なりました。

新型コロナウ
イルスの 関
係上、中止と
なりました。

作成数：
17,000 枚

発行回数：
３回

貸出校数：
４校

▼ 選挙時啓発のラッピングカー

▲ 緑区マスコットキャラクター「ミドリン」（中央）

▼ 啓発チラシ入りマスク（表面）
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青 葉 区

　青葉区明るい選挙推進協議会は、「明るくきれいな選挙の実現」と「投票参加意識の向上」を目指し、「若年層

啓発」を中心とした活動を行っています。

　具体的な取組として、小学６年生を対象とした「せんきょフォーラム」、中学生を対象とした「青葉区明るい選

挙推進作文コンクール」のほか、高校文化祭でブース出展を行いました。

　また、啓発マスクを作製し、推進員による各自治会活動での配布を通じて、青葉区明るい選挙推進協議会の周

知を図りました。区内で広く活動を周知できたとともに、選挙について関心を高める機会となりました。

　今後も推進委員・推進員の皆様と協力し、投票参加につながる啓発活動に取り組んでまいります。

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

親子で描こう！
選挙啓発ポスター展

東急線鉄道駅への啓発ポスター
掲出

タウンニュース青葉区版への広
告掲載

選挙に対する区民の意識を高め、未来の有
権者を育成することを目的として、区内市立
小学校の生徒を対象に親子で描く選挙啓発
のポスターを募集しました。
計 162 作品の応募があり、青葉区役所１階
での展示及び区ＨＰでの掲載を行いました。
募集期間：令和３年６月１日（火）から
令和３年７月２日（金）まで
展示期間：令和３年８月 16 日（月）から令
和３年８月 22 日（日）まで

青葉区内の東急田園都市線駅構内に区が作
成したポスターを掲出しました。
掲出場所：東急田園都市線駅構内５駅

（青葉台駅、あざみ野駅、市が尾駅、藤が丘
駅、江田駅）
掲出期間：令和３年８月２日（月）から
　　　　　令和３年８月 22 日（日）まで

青葉区版タウンニュースに区が作成した記事
を掲載しました。
掲載日：令和３年８月 12 日発行号

参加人数：
162 名（ 区
内市立小学
校生徒及び
その保護者）

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年
５月

令和２年
７月～ 12
月

令和２年
７月～３年１月

令和２年
７月

令和２年
11 月

令和３年
３月

年３回
（ 令 和 ２ 年 ７
月・令和２年
12 月・令和３
年３月）

青葉区明るい
選挙推進協議会
定例会議

せんきょフォーラム

青葉区明るい選挙
推進作文コンクール
2020

企画運営チーム会議

高校文化祭への参加

青葉区明るい選挙
推進協議会推進委
員・推進員研修会

イコット通信の発行

令和元年度事業実績・決算報告及び令和２年度
事業計画・予算審議等を行いました。
開催方法：感染症対策のため書面開催

青葉区内２校の小学６年生を対象として、選挙へ
の関心や知識を高めることを目的とした出前授業
を実施しました。また、各学校に選定した「学校
生活最後の給食」などをテーマにした模擬投票も
実施しました。
開催日：令和２年７・12 月
場　所：青葉区内小学校２校

（市ケ尾小学校・黒須田小学校）

選挙や政治・社会について関心を持ってもらうとと
もに、選挙に対する区民の意識を高めることを目
的として、区内の中学校に通学する中学生を対象
とした作文コンクールを実施しました。
計 164 作品より８作品が入賞し、12 月～１月に各
学校で表彰を行い、メディアにも紹介されました。

明推協事業実施に際して、推進委員及び推進
員希望者で構成されたチームが主体となり、明
推協の活動方針の確認など意見交換を行いま
した。
開催日：令和２年７月 29 日（水）
開催場所：青葉区役所

青葉区明るい選挙推進協議会の活動内容や、
直近選挙での若年層の投票率等をポスターとし
て作製し、掲示を行いました。あわせて、啓発
物品の配布も行いました。
開催日：令和２年 11月５日（木）
開催場所：県立市ケ尾高校

「誰もが投票しやすい環境を目指して」をテー
マに、投票所運営の際に活用することを目的に
行いました。投票所のバリアフリーや障害別の
対応方法などを学びました。
開催方法：感染症対策のため書面開催

選挙啓発活動の周知を行うため、明推協の事業
紹介や選挙結果報告等を掲載した機関紙を発行
し、推進委員及び推進員への送付や、青葉区明
るい選挙推進協議会のホームページへの掲載を
実施しました。

参加人数・備考

参加人数：
14 名

（推進委員）

参加人数：
計 220 名

（区内小 学
校６年生）

参加人数：
164 名

（区内中学
校３校に通
う中学生）

参加人数：
９名（推進
委員・推進
員・事務局）

参加人数（啓発
物品配布数）：
400 名

（市ケ尾高校在
学中３年生）

参加人数：
120 名（推進
委員・推進員）

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

通年

通年

投票器材貸出

啓発物品の購入

選挙についての理解を深め、親しみを持ってもらう
ため、生徒会役員選挙等で、区内の中学校・高校
に投票箱や記載台等の貸し出しを行いました。

常時啓発の物品として、チラシ入りマスク、ボー
ルペンの作製を行い、推進員の自治会活動や
高校文化祭等のイベントで配布しました。

参加人数・備考

貸出実績：
14 件（中学
校：11 件、
高 等 学 校：
２件、特別
支 援 学 校：
１件）

▲ せんきょフォーラム　出前授業 ▲ せんきょフォーラム　模擬投票 ▲ 明るい選挙推進作文コンクール表彰式
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都 筑 区

　都筑区明るい選挙推進協議会では、明るくきれいな選挙の実現と投票参加
意識の向上を目指し、「若年層啓発」に力を注いだ取り組みを行っています。
　令和２年度中の具体的な取り組みとしては、せんきょフォーラム事業と
して、都筑区内の小学校にて模擬選挙を実施しています。
　また、令和３年度の横浜市長選挙の啓発事業としては、市営地下鉄のホー
ムドア広告やフォトパネルの設置などを行いました。
　これからも地域に密着した啓発活動や、若年層向けの啓発活動を展開す
ることで、着実な成果を上げていきたいと考えています。

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

市営地下鉄における広告の
掲出

地域情報誌（タウンニュース）
を用いた啓発

フォトパネルの設置

区独自啓発チラシの発行

街頭啓発「ザ・イコット」

７月 26 日（月）～８月 22 日（日）の
４週間に渡り、市営地下鉄ブルーライ
ン・グリーンラインのセンター南駅及
びセンター北駅のホームドアに、投票
日や期日前投票所の場所などを掲載し
た広告を掲出しました。

タウンニュース都筑区版（紙、web 版両
方）に、市長選の投票日・期日前投票の
案内などを掲載し、周知を行いました。

（８月 12 日及び８月 19 日）

７月下旬～８月 21 日にかけて、区役所
１階区民ホールにフォトパネルを設置
し、来場者へ向けて市長選について周
知するとともに、写真の SNS などへの
アップロードを通じて来場者以外への
拡散を狙いました。

啓発チラシを作成し、区内の公立小中
学校の生徒へ配布しました。また、区
内各駅や区民利用施設の PR ボックス
に配架し、区民へ向けて周知しました。

明推協委員・推進員で各地区協議会に
おいて、啓発グッズの配布等、各地区
内で独自の啓発活動を実施しました。

参考：
４駅あわせ
た１日あた
りの利用者

（乗車人員）
約 85,000 人

発行部数：
約 40,000 
部×２回

配布・配架実績：
・区内の公立小
中学校の生徒　
19,360 人
・ 区 内 各 駅、
区 民 利 用 施
設 の 利 用 者　
PR ボ ッ ク ス
配架数 440 部

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年
４月

６月、10 月、
３月

令和３年
１月

３月

通年

都筑区明るい選挙
推進協議会会議

明推協だより
（区版）の発行

せんきょフォーラム

明推協 PR 事業

若年層啓発
（東京都市大学と
の連携）

地区協議会企画
事業

前年度の事業内容を振り返り、令和２年
度事業計画について、書面開催にて協
議を行いました。

明推協の機関紙として、推進委員、推
進員に活動内容等を報告しました。

都筑区内の小学６年生を対象に選挙に
ついて関心をもってもらうため、「給食の
メニュー」をテーマに選挙に関する授業
と模擬選挙を行いました。教科書だけで
はわかりにくい選挙の仕組みについて、
実際の選挙器材を使って体系的に学んで
もらうことができました。

３月下旬の引っ越しシーズンに合わせ、
来 庁 者の 増える戸籍 課そばの PR ス
ペースにて、オリジナル啓発グッズやパ
ンフレット等を配布し、啓発を実施しま
した。

乳幼児健診会場においてオリジナル啓発
グッズを配布し、訪れた保護者に向けた
啓発を実施しました。

３月 28 日に行われた横浜ビー・コルセ
アーズ都筑区応援 day にて来場者へ啓
発物品を配布。ハーフタイムにはイコット
Jr.も出演しました。

メディア情報をテーマとする教授、学生
と共に若年層啓発のあり方について考え
ました。

地区協議会ごとに啓発・研修事業を展開
するとともに、メモ帳等の啓発物品を各地
区において配布し常時啓発を行いました。

参加人数・備考

参加人数：
川和小学
校６年生
計 61 名

配布実績：
ポケットティッ
シュ　1,270 個
メガネ・スマ
ホクリーナー　
490 個
パンフレット類　
計 99 冊

配布実績
（３月末現在）：
ノンアルコール
ウェットティッ
シュ　500 個

配布実績：
ウェットティッ
シュ　2,000 個

開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

未来の有権者育
成事業

生徒の選挙についての理解を深めるた
め、区内小、中及び高等学校の生徒会
役員選挙等に投票器材の貸出しを行い
ました。

参加人数・備考

貸出実績：
区内中学校・
高等学 校　
計７校

▲ オリジナル啓発グッズの配布 ▲ せんきょフォーラムでの小学生の模擬選挙 ▲ 区民ホールへフォトパネル設置（市長選挙）
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　戸塚区明るい選挙推進協議会は、明るい選挙の実現と区民の

積極的な投票参加を目指して活動しています。推進委員 13 名と、

推進員 44 名が３部会に分かれて活動しています。

　令和２年度は、主な事業である「戸塚ふれあい区民まつり」「イ

コット映画会」を開催できず、「研修会」も形を変えての実施と

なりました。

　そのような中、集合形式によらない啓発事業として動画の作

成を行いました。イコット Jr. や「戸塚区のマスコット　ウナ

シー」が出演し、選挙に親しみが持てる内容となっています。

　令和３年８月に執行された横浜市長選挙では、啓発動画を２

本作成したほか、バス車体への広告掲載や、啓発物品を区役所

職員が身に付けるなどの啓発事業を行いました。

戸 塚 区 ▼ せんきょフォーラム

▲ 市長選時の啓発物品（うちわ・マスク）

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

啓発動画の作成

バス車体後部への広告掲載

啓発物品の作製

懸垂幕設置

投票日の周知や子育て世代への啓発を

目的に２本の動画を作成しました。動

画は、横浜市公式 YouTube、戸塚区

HP、戸塚区公式 Twitter、戸塚区総合

庁舎内デジタルサイネージ、戸塚モディ

のデジタルサイネージに掲載しました。

神奈中バスの車体後部へ、市長選挙を

周知する広告を掲載しました。

啓発用のうちわ・マスクを作製し、区

役所窓口にうちわを配架したほか、職

員がロゴ入りのマスクを着用しました。

臨時期日前投票所が設置されている西

武東戸塚店の外部壁面（東戸塚駅向き）

に投票日と臨時期日前投票所の場所・

期間を周知する懸垂幕を設置しました。

うちわ配布

枚数：

約 300 枚

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年

４月

令和３年

１月

２月

３月

通年

戸塚区明るい選

挙推進協議会　

総会

せんきょフォー

ラム

明推協推進員研

修会

啓発動画の作成

『未来の有権者』

育成事業

明推協通信

例年、全推進委員・推進員が出席して開催さ

れていましたが、新型コロナウイルス感染症

の感染状況を踏まえ書面により開催しました。

横浜市立平戸台小学校において、出前

講座と、給食のデザートを児童の投票に

より決定する模擬選挙を実施しました。

推進員向けの研修として、「コロナ禍で

の選挙」というテーマのもと、投票所に

おける感染症対策等について資料を作

成し、書面により研修を行いました。

コロナ禍における啓発事業として、２本

の動画を作成しました。イコット Jr.や区

マスコットキャラクターが出演し、選挙

にまつわるクイズや投票の仕方を実演す

る内容で、動画は区ホームページ及び区

Twitter 等にて公開しています。

区内の中学校・高校を対象に、生徒会

選挙や模擬選挙等でより実際に近い選

挙を体験してもらうため、投票箱や記載

台等の器材の貸出しを行いました。

推進委員・推進員を対象に明推協の機関

紙を発行しました。（年２回：７月、翌２月）

参加人数・備考

参加人数：

６年 生 児

童 33 人

推進委員・

推進員

計 57 名

に送付

区 Twitter

のフォロワー

約 7,700 人

（令和３年４月）

再生回数：

557 回

（２本の合計、

令和３年 11

月時点）

貸し出実績：

９校の中学

校・高校

▶ 

動
画
は
２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
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　栄区明るい選挙推進協議会では、「明るい選挙の実現」

と「区民の積極的な投票参加の促進」を目指して、各種

事業を実施しています。

　しかし令和２年度においては、新型コロナウイルス感染

症の拡大により、例年開催しているイベントを中止するな

ど、啓発活動が難しい状況でした。

　感染症対策を徹底し、小学校に出向いて開催した「せ

んきょフォーラム」では、選挙の概要・重要性について講

座で説明してから、選挙をより身近に感じてもらうための

模擬投票を行っていただきました。

　また、選挙啓発物品としてアルコール除菌ウェットティッ

シュと不織布マスクを作成するなど、栄区明るい選挙推進

協議会の活動についてもウィズコロナな１年となりました。

栄 区 ▼ せんきょフォーラム

▲ 選挙啓発物品

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

懸垂幕を利用した PR 事業

啓発 物品（アルコール除菌
ウェットティッシュ等）の作製

投票啓発チラシのポスティ
ング

神奈中バス車内デジタルサ
イネージによる PR

タウンニュース（港南区・栄
区版）を利用した PR

懸垂幕を作製し、区内大型商店（イトー
ヨーカドー桂台店）に設置。

選挙期日や選挙啓発マスコット等がデザ
インされたアルコール除菌ウェットティッ
シュ等を作製し、区役所各課及び図書
館に窓口配架を依頼。

投票率の低い投票区の住民に向け、投
票啓発チラシをポスティング。

バス運転席背面の液晶モニターに選挙
啓発画面を掲出。

広報よこはま（８月号）と併せて、タウ
ンニュース区版に投票日・期日前投票期
間などを掲載。

設置期間：
令和３年６月
中旬から投票
日当日まで

掲出エリア：
神奈中バス横
浜営業所管内

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年
７月

通年

年３回

せんきょフォー
ラム

選 挙 器 材 貸出
し

啓発物品作製

イコット通信の
発行

区内小学校を対象に選挙出前講座を実
施。
・場所　本郷台小学校

区内の学校で実施される生徒会選挙に
際し、選挙器材の貸出しを実施。

アルコール除菌ウェットティッシュと
不織布マスクの作製を行い、栄区役所
各課窓口や栄図書館にて配布。
また、街頭啓発用の協議会名入りアウ
ターも作製。

協議会活動の周知・組織の連携を図る
ことを目的として発行。

参加人数・備考

参加人数：
約 90 人

貸出実績：
６件

▼ 選挙啓発物品
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泉 区

　泉区明るい選挙推進協議会では、「きれいな選挙」と「積極的な投票参加」の実現を目指し、積極的な啓発活動
を行っています。
　年間を通じ「新しい生活様式」を踏まえた事業展開が求められるなか、例年とは異なる柔軟な計画の見直しを
踏まえながら、投票率の向上に繋がる啓発活動に取り組みました。
　「明るい選挙」推進キャンペーンでは、泉区役所区民ホールにて啓発動画の上映や啓発パネルの展示等を実施し、
来庁された幅広い世代の区民の方に楽しみながら選挙について学んでいただきました。
　また、例年実施している出前授業に代わる新たな取組として、選挙啓発リーフレット「せんきょフォーラム」
を発行し、泉区内の小学校全 16 校に配布しました。

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

区独自横断幕とポスターの
作成・設置

区独自ポスターの掲示・表
示

区役所内等における啓発

広報誌による啓発

地域情報誌（タウンニュー
ス泉区版）に広告掲載

相鉄線車内広告による啓発

期日前投票所をＰＲする横断幕とポス
ターを作成し、市営地下鉄立場駅前の
バスターミナル付近に設置。

作製したポスターを相鉄線各駅及び区
民ギャラリー、区民利用施設、区内掲
示板、区役所内にあるデジタルサイネー
ジ及び待合スペース内モニターへ掲示ま
たは表示。

区内区民利用施設カウンター等及び泉
区役所内窓口に期日前投票所をＰＲす
る卓上のぼりを設置。また泉区役所内
窓口にはイコットＪｒ. ぬいぐるみ・啓発
用ポケットティッシュを併せて設置。

広報よこはま泉区版に、当日投票、期
日前投票、不在者投票等選挙に関する
情報を幅広く掲載。

タウンニュース泉区版に選挙期日や泉区
の期日前投票所等を記載した広告を掲
出し、新聞へ折込み配布。また web 版
にも掲載。

相鉄沿線の５区（泉・西・保土ケ谷・旭・
瀬谷）合同で相鉄線全線に期日前投票
所の案内広告（ドア横ポスター・ドアス
テッカー）を掲出。

掲 出 期 間：
令和３年
７月21日～
８月22 日

掲示（表示）
期間：
令和３年
７月21日～
８月22 日

設 置 期 間（ 区
内区民利用施設
カウンター等）：
令和３年７月21
日～８月22日
設 置 期 間（ 泉
区役所内窓口）：
令和３年８月９
日～８月22 日

掲載号：令
和３ 年７月
号、８月号

掲載号：
令 和３ 年７
月29 日号、
８月19 日号
発 行 部 数：
約 28,000
部×２回

ポスター
掲出期間：
令和３年
７月21日～
８月20 日
ステッカー
掲出期間：
令和３年
８月１日～
８月22 日

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年
７月

９月

11月

令和３年
１月

２月

３月

通年

通年

定例委員会

「明るい選挙」推
進キャンペーン

「あと３年」クイ
ズの発行

明るい選挙推進
研修

高校文化祭（web
開催）への出展

泉区民ギャラリー
への展示

高校生向け啓発
リーフレットの
発行

せんきょフォー
ラム

明推協だよりの
発行

投票器材の貸出し

役員選任、平成 31 年（令和元年）度事
業報告、平成 31 年（令和元年）度決算
報告、平成 31 年（令和元年）度会計監
査報告、令和２年度事業計画案・予算案
の審議・決定。
場所：泉区役所４F会議室

啓発ブースを出展し、選挙啓発アニメの上
映、選挙に関するパネル展示等の運営。
啓発物品を配布。
場所：泉区役所区民ホール

市選管発行の社会科副教材「あと３年」
を基にクイズを作成し、区内中学校及び戸
塚区汲沢中学校の３年生に配布。

「明るい選挙と若年層の投票率の向上」を
テーマに、市選管作成の研修資料を活用
し書面で開催。

web 上で開催された高校文化祭にて、投
票や選挙について考えるきっかけになるよう
な市選管作成の選挙啓発動画を配信。
場所：修悠館高等学校（web ページ）

市選管発行の社会科副教材「あと３年」
の内容を中心とした選挙に関するパネル等
を展示。
場所：横浜市営地下鉄立場駅、中田駅

高校生向け啓発リーフレット「高校生のた
めのせんきょブック」を作成し、区内高校の
２年生を対象に配布。

将来の有権者である区内市立小学校の６
年生を対象に、選挙について学習する機
会を提供する選挙啓発リーフレットを配布。

推進委員及び推進員向けに事業の計画や
ボランティアの募集、活動報告等を掲載し
た機関紙を年３回発行。

区内の中学校で行われる生徒会選挙に際
し、投票器材の貸出しを実施。

参加人数・備考

実施校：
８校

参加人数：
150 人

実施校：
４校

実施校：
16校

発行月：
７・11・
２月

貸出校：
６校

▲ 「明るい選挙」推進キャンペーン ▲ 泉区明推協による製作物 ▲ 相鉄線車内広告掲示（５区合同）
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瀬 谷 区

　瀬谷区明るい選挙推進協議会では、明るくきれいな選挙の実現と区民の投票参加の促進を目指して各種啓発活
動を行っています。
　令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、これまで実施していた各種イベントでの啓発活動
や区内小学校での模擬選挙「せんきょフォーラム」が実施できませんでした。このような状況でありましたが、
感染対策を万全にして８月に「明るい選挙こども映画会」を開催し、明るくきれいな選挙の推進と投票参加につ
いて啓発を行いました。
　選挙時においては、令和３年８月の横浜市長選挙の際に、相鉄線車内、三ツ境駅、瀬谷駅などに区の独自啓発
として広告や横断幕等を掲出し、分散投票や投票参加を呼びかけました。

●横浜市長選挙時啓発事業
事 業 名 事 業 内 容 参加人数・備考

啓発ティッシュの配布

相鉄線への車内広告

駅横断幕の製作・掲出

タウンニュース（瀬谷区版）
への掲出

12 地 区の 推 進 員が 約１万 個 の 啓 発
ティッシュを各世帯へポスティングした
り、地域の集まりで配布しました。

相鉄線沿線の５区で共同し、相鉄線の
車両内に期日前投票を周知する広告（ス
テッカー、ポスター）を掲出し、期日前
投票の利用を呼びかけました。

投票日及び期日前投票を活用した分散
投票を呼び掛ける横断幕を相鉄線三ツ
境駅改札付近及び瀬谷駅南北自由通路
に掲出し、周知を行いました。

投票所での感染症対策の実施と分散投
票を呼び掛けについて、広く区民に周知
を行いました。

推進員　
約 100 名

●常時啓発事業
開 催 月 事 業 名 事 業 内 容

令和２年
５月

５月（第１回）
９月（第２回）
１月（第３回）

６月（第１回）
12 月（第２回）
３月（第３回）

８月

通年事業

横浜市瀬谷区明
るい選挙推進協
議会定例会議

地区代表者会議

イコット通信発行

明るい選挙こど
も映画会

区内各学校への
選挙器材等の貸
出

啓発物品の製作

前年度の事業実績、決算報告及び当該
年度の事業計画案、予算の審議を行い
ました。

啓発事業の応援依頼及び実施経過報告
等を行いました。

推進員へのお知らせ、啓発等を目的に情
報紙を発行しました。

感染症対策を万全にとった上、瀬谷公
会堂で映画会を開催し、参加した児童及
びその保護者を対象に選挙啓発を実施し
ました。
映画の前に選挙啓発 DVD を上映しまし
た。また、横浜市の選挙マスコット「イ
コット Jr.」の着ぐるみも登場し選挙の大
切さをアピールしました。

将来の有権者である児童・生徒の選挙
への関心を深めるため、区内の学校へ生
徒会選挙用、授業教材として実際の選
挙に使用する投票器材や選挙運動用具
の貸出しを行いました。

推進員の方々に日頃から持ち歩いて常時
啓発していただくよう、「選挙啓発エコ
バッグ」、「選挙啓発メッシュケース」を
製作し、配布しました。

参加人数・備考

推進委員
29 名
※ 新 型コロ
ナウイルス感
染症拡大か
ら書面開催

地区代表
者 12 名
※ 新 型コロ
ナウイルス感
染症拡大か
ら書面開催

推進員　
約 200 名

映画会への
参加人数：
約 70 人
※当日ご協力
いただいた推
進員 11 名

延べ 12 校
に貸し出し

推進員　
約 200 名

▲ 啓発物品の製作（エコバッグなど） ▲ 市長選啓発　瀬谷駅横断幕

▲ こども映画会の様子
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　令和３年８月 22日、横浜市長選挙が執行されました。
　今回、新たに新市庁舎のデジタルサイネージを活用した啓発やニュースアプリによる情報発信のほか、若年層啓
発として高校生へのチラシの配付を行いました。また、コロナ禍の中でも有権者に周知できるよう、WEB広告や
Twitter などのＳＮＳを活用した啓発に加え、市内各所を巡回して投票日の呼びかけを行ったラッピング自動車や、
今回新たに実施した横浜駅西口の巨大なバナー広告など、非接触式の広報活動を取り入れました。さらに、あらゆ
る媒体で感染症対策を行っている旨を周知し、有権者の皆様に安心して投票できることを呼びかけました。
　今回の市長選挙の投票率は 49.05％となり、前回（平成 29年７月 30日執行　37.21％）より 11.84 ポイント上回り
ました。これは、単独選挙としては統一地方選挙から分離独立した昭和 53年以降、過去最高の投票率となりました。

▲ 啓発物品 ▲ 自治会・町内会掲示板ポスター ▲ 横浜ランドマークタワー　デジタルサイネーネージ

▲ Yahoo ディスプレイ広告 ▲ SmartNews 横浜市チャンネル ▲ 新聞広告

実　施　項　目 内訳・概要 内　　　　　　容 期　間

看
板
・
幕
・
ポ
ス
タ

ー

類

横断幕・看板等 約300枚
横断幕等による広報を実施（市営地下鉄、行政庁
舎関係、地区センター、スポーツセンター、歩道
橋、商店街、市内高校・特別支援学校、大学等）

８月９日から
８月22日

街頭フラッグ 48枚 みなとみらい動く歩道にバナーフラッグ広告を掲出 ８月９日から
８月22日

ポスターの掲出 約30,000枚
自治会・町内会掲示板、保育園・幼稚園等、高
校、大学、スーパー、交通広告（鉄道駅・車
内）、郵便局、公共機関等に掲出

7月29日以降

啓発三角柱 20枚 区庁舎等の啓発三角柱を活用した広報を実施 ８月３日から
８月22日

公営ポスター掲示場 
を利用した啓発 4,716箇所 公営ポスター掲示場を利用し、投票日、投票時間の

案内を表示
８月６日から

８月22日

横浜駅・自由通路広告

・ゲートウェイピラー 
・ライトアップシート６面 
・ロングサイズ横浜５連貼り 
・P３メガセット（４連貼り×２） 
・ JR横浜タワーアトリウム大型バ

ナー

利用者が市内最大の横浜駅に集中的に広告を掲出 ８月９日から
８月22日

馬車道駅 ８枚 市庁舎の最寄り駅である馬車道駅で、集中的に広告
を掲出

８月９日から
８月22日

鉄道車内ポスター ２路線 車内広告等で、有権者への啓発を実施（市営地下鉄
ブルーライン・グリーンライン）

８月９日から
８月22日

バス車内ポスター ４社 車内広告等で、有権者への啓発を実施（相鉄バ
ス、京急バス、東急バス、臨港バス）

８月９日から
８月22日

駅貼りポスター 市内14路線各駅

市内の駅に啓発ポスターを次にあげる路線の市内
全駅で掲出（B0・B1サイズ）　ＪＲ京浜東北根岸
線・横浜線・東海道線・横須賀線・湘南新宿ライ
ン、東急東横線・田園都市線・目黒線、みなとみ
らい線、相鉄線、京急線、市営地下鉄ブルーライ
ン・グリーンライン、シーサイドライン

８月９日から
８月22日

移

動

型

広

告

広報車（市内巡回） 市内巡回
ラッピング電気自動車３台による啓発キャラク
ターの音源を使用した市内18区及び横浜駅・みな
とみらい・横浜スタジアム等の市民が多く集まる場
所への巡回啓発を実施

８月９日から
８月22日

車体側面シール 約1,800枚 ゴミ収集車・公用車の両側面に啓発ステッカー
シールを掲出

８月９日から
８月22日

ゴミ収集車 約700台 収集車巡回中に、投票日・期日前投票制度を周
知、投票参加の呼びかけを放送

８月９日から
８月22日

公用車 約100台 区の広報車等を活用して、投票日・期日前投票制度
を周知、投票参加の呼びかけを放送

８月９日から
８月22日

印
刷
物
等

広報よこはま市・区版 約160万部 広報の市版・区版の紙面を活用した周知活動を展開 ８月号

投票のご案内同封 
啓発チラシ 約180万部 「投票のご案内」に啓発チラシを同封 ８月上旬

啓発チラシ 約1万部 市内の高校３年生を対象に配付するほか、啓発イベン
トなどで市長選の案内や、期日前投票の広報を実施 7月15日

選挙公報 約185万部 紙面の余白を活用し、投票日、投票時間、期日前投
票等の情報を掲載。全世帯に配布

８月20日ま
でに配布

実　施　項　目 内訳・概要 内　　　　　　容 期　間

印
刷
物
等

点字版、音声版 
「選挙のお知らせ」

ボランティア団体
等の会員

選挙公報を点訳、録音した「選挙のお知らせ」（浜
視協号外）のボランティア団体等による作成、配布
希望者全員への配布（区役所・図書館等へ配架）

８月９日から

デ
ジ
タ
ル
広
告

駅のデジタル画面
横浜駅、桜木町
駅、みなとみら
い駅

利用者が市内最大の横浜駅（京急線、市営地下鉄、
タワーアトリウム、みなみ通路）やＪＲ桜木町駅、
みなとみらい駅にてデジタル広告を掲出

８月９日から
８月22日

鉄道車内動画広告 ６路線
車内ビジョンにて、投票日等の啓発を実施（ＪＲ
京浜東北根岸線・横浜線、市営地下鉄ブルーライ
ン・グリーンライン、東急線、みなとみらい線）

８月９日から
８月22日

鉄道車内LCD １路線 ドア上の車内LCDで、投票日等の啓発を実施（市
営地下鉄ブルーライン）

８月９日から
８月22日

バス車内動画広告 ２社 車内画面にて、投票日等の啓発を実施（市営バ
ス、神奈中バス（横浜市内各営業所））

８月９日から
８月22日

区役所内動画広告 各施設 各区役所での戸籍課窓口電光掲示板・区民フロ
アー等に設置している画面にて投票日等を展開

８月９日から
８月22日

その他のデジタル広告

ランドマーク
タワー

利用者の多いランドマークタワー入口やプラザ
で、デジタル広告40面を掲出

８月９日から
８月22日

市庁舎 市庁舎３階の案内板等のデジタル画面を活用した広
報を実施

８月９日から
８月22日

新
聞
・
放
送
等

新聞広告 ７紙 新聞に５段1/2サイズの広告を掲載（読売、朝日、
毎日、東京、産経、日経、神奈川の各新聞朝刊） ８月17日

市広報番組等
２回 広報課所管のテレビ番組で投票日等の周知を実施 

（ハマナビ）
８月９日、８

月21日

２回 広報課所管のラジオ番組で投票日等の周知を実施 
（ヨコハマ・マイチョイス）

８月９日、８
月21日

ラジオＣＭ広告
60本 テレビ（tvk）に15秒のCMを放送 ８月９日から

８月22日

92本 ラジオ（AMニッポン放送、FMヨコハマ）に20秒
のCMを放送

８月９日から
８月22日

市営地下鉄車内・構内放
送 市営地下鉄全駅 地下鉄駅で投票参加の呼びかけを音声にて放送 ８月９日から

８月22日

文字放送 14日間 ｔｖｋデータ放送横浜市情報で、広報を実施 ８月９日から
８月22日

大
学
で
の
啓
発

大学の構内、フェンス等
に幕、看板を掲出

市内協力大学
投票参加を呼びかける幕、看板を掲出 ８月９日から

８月22日

大学のホームページへの
ＰＲバナー掲載

大学が管理するホームページ（ポータルサイト）に
啓発広告を掲載

８月９日から
８月22日
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▲ 市営地下鉄車内ポスター ▲ 横断幕（区役所） ▲ かな ch.

▲ みなとみらい線横浜駅メガセット

▲ デコレンタ

▲ JR 横浜タワーアトリウム大型バナー ▲ 横断幕（桜木町駅前広場） ▲ みなとみらい線みなとみらい駅 MM ビジョン

実　施　項　目 内訳・概要 内　　　　　　容 期　間

啓
発
行
事

各区独自啓発事業 18区 各区選管・明推協が主体となって、独自の啓発活動
を実施

７月下旬から
８月22日

メッセージ動画配信 特設サイト 横浜市長選挙啓発キャラクターの石塚英彦さん、倉持明日
香さんからのメッセージ動画を特設サイトで公開 8月17日

Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

イントラネットの活用 YCAN等 YCAN・庁内報等を活用した職員向け啓発の実施 ８月２日から
８月22日

市長選特設ページの作
成・運用 特設サイト

啓発キャラクターを用いたデザインをベースに、投
票日や期日前投票を周知、選挙公報、候補者情報等
を掲載

７月21日から
８月27日

横浜市ホームページ 市ホームページ
市長選用ページを作成し、選挙公報や期日前投票所
の案内など、選挙情報を案内。また、トップページ
にリンクを設定。

８月９日から
８月22日

YouTube（横浜市ペー
ジ）による啓発動画の掲載

横浜市公式アカウ
ント

啓発キャラクターを用いた啓発動画を横浜市のペー
ジに掲載し、投票参加の呼びかけを実施

８月９日から
８月22日

市選管ツイッターによる
投票情報の提供 市選管アカウント 投票日や市長選特設ページの周知など、選挙関連情

報や啓発活動を展開
４月下旬から

８月22日

Yahoo!JAPANブランド
パネル 80,000,000 ポータルサイトに広告を表示し、投票日等を周知 ８月９日から

８月22日

SmartNews（スマート
ニュース） 横浜市チャンネル ニュースアプリSmartNews（スマートニュース）

「横浜市チャンネル」において投票参加を呼びかけ
８月９日から

８月22日

Google Display Network 3,000,000 各サイト等に選挙啓発バナーを表示し、投票日等を
周知

８月９日から
８月22日

Youtubeインストリーム
動画広告 1,600,000 「YouTube」へ動画広告を表示 ８月９日から

８月22日

その他のWEB広告 17,000,000 状況に応じてその他のWEB広告を実施 ８月９日から
８月22日

啓
発
物
品
・
資
材

ポケットティッシュ 100,000個

区役所窓口での配架や他課のイベント等での配布に
使用

８月上旬から
８月22日プラカード 34本

のぼり旗 36本

既
製
の
活
用

卓上マスコット 約230個 区役所、地区センターなど市民利用施設の窓口に設置 ８月上旬から
８月22日

イコットぬいぐるみ
（着ぐるみ） 19体 市及び各区に１体 ８月上旬から

８月22日

イコットパンチング
人形 22体 市及び各区に１～２体 ８月上旬から

８月22日
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